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個別クレジットは、クレジットカードを利用せず、
商品等の購入時に、その都度、クレジット契約を
結ぶものをいいます。販売店の店頭などで、クレ
ジットの申込書を記入して、個別にクレジット会
社の審査を受けます。
自動車の購入にクレジットを利用するのであれ
ば、自動車ディーラーで、その自動車の購入代金
をクレジットにする申込をして、クレジット会社
の審査を受けて利用します。

支払可能見込額調査を行うのは、個別クレジットを新たに申し込むときです。

①個別クレジットの申込

②申込書の記入

③クレジット会社による審査
支払可能見込額調査
　調査の結果、契約の可否が判断
　されます。

年　収 ：500万円
居住地 ：東京都中央区
持ち家 ：有（住宅ローン有）

世帯人数 ：4人
生活維持費 ：240万円（3ページの表を参照）
クレジット債務 ：30万円（年間）

支払可能見込額：500万円－240万円－30万円＝230万円

⇒Ｍ夫さんは、原則として１年間の支払額が230万円以内の個別クレジットの契約ができます。

個別クレジットの利用の流れと支払可能見込額調査

個別クレジットとは

個別クレジットの支払可能見込額の算定例

専業主婦ですが、少し高額な商品を購入しようと思います。主人の
収入を合算して申告することで、個別クレジットを利用することは
できますか？

年収103万円以下の専業主婦（夫）の方の場合には、配偶者の年収
等を合算できます。なお、その場合には、配偶者のクレジット債務
も合算されることになりますのでご留意ください。また、日常生活
に必要な商品以外の購入については、配偶者の同意が必要です。

Q1

A1

少額な商品に個別クレジットを利用する際にも、支払可能見込額調
査は行われるのですか？

もちろん、支払いの遅れなどを確認する通常の審査は行われます
が、法律では、携帯電話などの10万円以下の生活に必要な耐久消
費財を店頭で購入する場合などについては、クレジット会社は、支
払可能見込額調査をしなくてもよいことになっています。

Q2

A2

支払可能見込額を超える個別クレジットの利用は絶対にできないの
ですか？

法律では、高額であっても、自家用自動車など生活に必要な耐久消
費財などの購入に個別クレジットを利用する場合には、クレジット
会社が利用者等の購入意思や必要性などを十分に確認するなど丁寧
な審査をすることを条件に、支払可能見込額を超える利用が可能と
なっています。大学などの授業料や緊急性を有する医療費、介護用
品などの購入も同様です。

Q3

A3

支払可能見込額：「年収等－生活維持費－クレジット債務」

Ｍ夫さんの場合

（ ）
④商品等の受け取り

消費者

販売店（加盟店） クレジット会社

Shop

￥

￥

商品の
引き渡し

クレジットの
申込み

代金後払い
（2ヶ月を超える支払い）

代金の立て替え

利用者等の保護に支障がない場合として、支払可能見込額調査や
支払可能見込額を超える契約の締結禁止義務に関する適用除外が
設けられています。

個別クレジット（個別信用購入あっせん）での支払可能見込額調査
CREDITCARD
CREDITCARD

原則として、支払可能見込額を超える個別クレジットの利用はできません。
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